
 

千歳市における宿泊税導入の検討に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答期限 令和６年５月３１日（金） 

 

１．お客様について伺います。 

（１）年代について  

 １．19 歳以下 ２．20 歳代 3．30 歳代 ４．40 歳代 ５．50 歳代 ６．60 歳代 ７．70 歳以上 

 

（２）お住まいの地域について  

 １．国内：（      都・道・府・県） ２．海外：（国名         ） 

 

（３）主な来訪目的  

 １．観光 ２．ビジネス 3．その他（                    ） 

 

（４）千歳への来訪回数について 

 １．初めて ２．２回目 ３．３回目 ４．４回以上 

 

（５）北海道及び千歳市の宿泊日数について 

 １．北海道：（  泊） 千歳市：（  泊） 

 

（６）今回、宿泊される宿泊料金（１泊あたり） 

１．1 万円未満 ２．1 万円～2 万円 3．2 万円～3 万円 ４．3 万円～5 万円 ５．5 万円以上 

 

（７）新千歳空港と宿泊施設間の移動手段（※新千歳空港利用者のみ回答お願いします。） 

 １．ホテル送迎バス ２．路線バス 3．観光バス ４．タクシー ５．レンタカー ６．JR＋徒歩 

７．JR＋ホテル送迎バス ８．JR＋タクシー ９．JR＋路線バス 10．その他（    ） 

 

 

宿泊者用 

このたびは千歳市でのご滞在、誠にありがとうございます。 

本アンケートは「千歳市が宿泊税を導入した場合の活用方法」 

について皆さまのご意見等を伺い、今後の観光振興の参考に 

させて頂きます。 

 右の二次元バーコードを読み取っていただくと回答画面に 

進みます。終了後「アンケートのご協力ありがとうございます。」 

の画面をフロントに提示すると、「じゃがポックル」一袋を粗品   二次元バーコード 

として進呈いたしますので、ご協力よろしくお願いします。    



２．宿泊税について伺います。 

  宿泊税は、宿泊する方に対して税を課し、その税を財源として「受入環境の整備」や「観光

資源の充実」などに役立てるものです。 

（１）宿泊税について知ってますか？ 

１．知っている ２．聞いたことはあるが、内容については知らない ３．知らない 

 

（２）宿泊税の使い道として望ましいと思うものを教えてください。 

  ※複数選択可 

１．宿泊施設や観光事業者への受入環境整備に対する支援 

（例：バリアフリー化、トイレ洋式化、キャッシュレス対応、 Wi Fi 環境整備等への補助） 

２．観光 PR や観光案内所の機能強化 

３．観光地等の公衆トイレの整備（例：洋式化やバリアフリー化） 

４．二次交通対策（例：宿泊施設と新千歳空港間のシャトルバスの運行、観光施設間等の交通

アクセスの充実など） 

５．街中や観光地での多言語案内の整備 

６．美しい街並みや景観の整備・保持 

７．宿泊助成の導入（例：割引クーポンなど） 

８．世界遺産「キウス周提墓群」等の観光資源の充実 

９．宿泊業における人材育成・確保の支援 

10．マーケティングに即した観光地づくり 

11．支笏湖地区の魅力向上  

12．災害発生時の対策充実 

13．その他（               ） 

 

（３）宿泊税を活用して上記の取組みを行う場合、支払ってもよいと思う金額の上限を教えてく

ださい。（１泊あたりの金額） 

１．～100 円  ２．～200 円  ３．～300 円  ４．～400 円  ５．～500 円  ６．～1,000 円 

７．上記の取組みをしなくてよいので支払いたくない 

 

（４）宿泊税を導入した場合について 

 １．受入環境が充実されるため千歳に宿泊したい  

２．宿泊税が導入していない市町村に宿泊する 

３．税額や受入環境の状況により判断したい 

 

（５）千歳市の宿泊税に関し、全体を通じてご意見等があればお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

千歳市観光スポーツ部主幹（観光施策調整担当） 

 担当：小坂 電話：0123-24-3131 内線 380 

  


